
「北,毎道」を俯瞰する 

①. は じ め に 

日 本 の 北 端 に 位 置 す る 北 海 道 は 、 日 本 の 食 料 基 地 と 

言 わ れ 、 笛 涼 な 気 俯 の 下 で 広 大 な 農 業 が 行 わ れ て い る 。 

小 麦 、 豆 類 、 ば れ い し ょ 米 を は じ め と す る 作 物 栽 培 の ほ か 、 

酷 農 や 甜 蒋 栽 培 な ど の 土 地 利 用 型 の 番 業 が 盛 ん で あ る 。 

農 業 は 自 無 と 動 植 物 を 利 用 す る 産 業 で あ る が 、 自 然 

と 農 業 と の 結 び つ き に 注 目 し た 地 理 学 の 研 究 は 少 な い 。 

そ れ は 、 (①) 専 門 分 野 が 細 分 化 し て 、 農 業 と 自 然 の 関 連 

を 結 び つ け ら れ る 広 い 視 野 を 持 っ た 研 究 者 が 少 な く な 

っ た こ と 、 (②) 大 学 の 誰 義 で よ く 取 り 上 げ ら れ る 環 境 決 

定 論 の 影 響 、 ③) 自 無 と 農 業 と の 関 係 を 実 証 す る こ と が 

難 し い な ど の 理 由 が 考 え ら れ る 。 

こ の よ う な 閾 題 に 取 り 組 む た め の 一 歩 と し て 、 本 稿 で は 、 

北 海 道 の 気 候 と 農 業 と の 閤 係 を 、 地 図 を 用 い な が ら 説 

明 し た い 。 ま た 、 最 近 の 温 暖 化 の 影 響 も 、 農 家 や 農 協 

へ の 聞 き 取 り 調 査 に よ っ て 分 か っ た 荷 干 の 事 実 を 紹 介 

し た い 。 

②. 北 海 道 の 気 候 

①) 気 温 と 降 水 蛋 

北 海 道 は 、 南 北 約 ③.000km に 

に 位 置 す る 。 

⑧00km の 距 離 で あ り 、 飛 行 機 で は ① 時 間 半 ほ ど の フ ラ イ 

ト に す ぎ な い が 、 東 京 札 幌 間 を 冬 に 移 動 す る と 、 景 

& annual mean temperature 

なるH本列島の北端 

P 
ャ wr 

北,毎道犬羊大寧院文学研究科 准教授 
尊 明 

色 が 大 き く 異 な る こ と に 驚 か き れ る 。 東 ② 

て 約 ⑦ 度 北 に 位 置 す る 札 幌 は 、 年 平 均 気 温 が 東 京 よ り も 

約 ⑦C 低 い ( 東 京 と 福 岡 の 差 は ①.⑤C)。 ケ ッ ペ ン の 気 候 

区 分 で は 、 北 海 道 の ほ と ん ど が 亜 寝 師 ( 冷 帯 ) に 居 す る 。 

こ れ ま で 様 々 な 指 標 に よ り 、 日 本 の 気 俯 区 分 の 地 図 

が 作 ら れ た 。 代 表 的 な 成 果 と し て 、Yoshino“ の 階 履 的 

な 気 俯 区 分 が あ る 。 こ の 地 図 は 、 大 学 の 図 書 館 な ど で 

閲 覧 で き る 朝 倉 書 店 [ 日 本 の 地 誌 】 シ リ ー ズ な ど に 、 

加 筆 き れ な が ら 掲 載 さ れ て き た 。 こ の 気 俯 区 分 に よ る と 

北 海 道 は 、 札 幌 よ り 南 西 部 の ` 北 海 道 南 部 日 本 海 岸 」、 

十 勝 平 野 を 含 め て 太 平 洋 岸 を 細 く 区 切 る ̀  北 海 道 太 平 

洞 岸 、 こ れ ら を 際 い た ` 北 海 道 主 要 部 」 に 大 初 ⑧ れ る 。 

最 近 の 高 等 学 校 の 教 科 書 な ど に は 、 降 水 量 の 季 節 

変 化 の 分 析 に 基 づ い た 井 上 ・ 松 本 “ の 気 候 区 分 が 掲 載 

ざ れ で い る 。 こ の 気 候 区 分 に よ る と 北 海 道 は 、 石 狩 平 

野 以 西 が 含 ま れ る ̀  北 日 本 の 日 本 海 側 の 気 候 」 と 、 十 

勝 平 野 な ど ぢ が 吊 ま れ る ̀  北 日 本 の 大 平 洋 側 の タ 

大 別 ⑧ れ る 。 い ず れ の 気 俯 区 分 も 、 日 本 あ る い は 北 海 

道 の 気 俯 の 特 徴 を う ま く 説 明 し て い る が 、 例 え ば 北 ア メ 

リ カ 州 の 西 経 ①00 度 線 の よ う に 、 農 業 と 気 俯 の 関 係 を シ 

ン プ ル に 示 し た も の で は な い 。 

本 稿 で は 、 図 ① に 示 す よ う に 、 年 平 均 気 温 と 年 隆 水 

量 だ け で 作 図 を 試 み た 。 後 述 す る 農 業 の 地 域 性 を 鈍 頭 

に 入 れ で て 、 こ こ で は ③C と ⑥C、 お よ び ①.000mm と 

①.④00mm の 等 俸 線 で 区 切 っ た 。 そ の 結 枠 、 年 平 均 気 
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図 ① 北 海 道 に お け る 年 平 垂 気 温 と 年 降 水 量 資 料 : 気 象 庁 の メ ッ シ ュ ギ 〒 年 値 図 を 元 に 作 成 
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温 が ⑥ じ C を 超 え る 地 域 は 、 石 狩 平 野 か ら 波 島 半 島 に か 

け て 分 布 す る 。 年 平 均 気 温 が ③ 一 6吃の地域は 十 暢 

道 北 に か け て 広 が る 。 3でを下呵る地城は 石 狩 山 地 や 

日 高 山 脈 な ど の 高 地 で あ る 。 

F 降 水 量 の 地 図 を み る と 、①.000mm 以 下 の 地 域 が 、 

十 勝 平 野 か ら 北 見 盆 地 、 斜 里 平 野 に か け て ま と ま っ て 

分 布 す る こ と に 特 徴 が あ る 。①.④00mm 以 上 の 地 域 は 、 

日 髙 、 増 毛 、 天 塩 の 山 地 の ほ か 、 胆 振 地 方 か ら 道 午 に 

か け て 広 が る 。 こ れ ら の 地 域 の 問 に 、 石 狩 平 野 や 根 釧 

台 地 が 広 が る 。 

②) 近 年 の 気 候 の 変 化 

こ こ で は 近 年 の 気 候 の 変 化 を 説 明 す る た め に 、 地 理 

の 教 科 暁 で よ く 取 り 上 げ ら れ る ケ ッ ペ ン の 気 俯 区 分 に 注 

目 す る 。 図 ② に 、 葛 西 ・ 木 村 “ に よ る 結 果 の 一 部 を ま と 

め た だ た 。 こ の 研 究 は 、 ⑲⑦① 一 ⑳00 年 の 平 均 と 、①⑨⑧① 一 

⑳①0 年 の 平 均 を 比 較 し た 分 析 で あ り 、 最 も 広 い の は 、 

Dfc か ら Dfb へ の 変 化 で あ る 。 こ れ は 月 平 均 気 温 ①0C 

以 上 の 月 が 増 え た 変 化 で あ り 、 日 高 山 脈 、 大 雪 山 、 知 

床 山 脈 、 夕 張 山 地 な ど の 高 地 に 分 布 す る 。 

次 い で 広 い の は 、Dfb か ら Cfb へ の 姜 化 で あ る 。 こ 

か ら 温 師 へ 気 俯 区 が 変 化 し た 地 域 で あ り 、 

の 日 本 海 側 の ほ か 、 日 高 地 方 と 胆 振 地 方 の 海 

岸 部 に 分 布 す る 。 ざ ら に 札 幌 市 は 、Dfb か ら Dfa へ 変 

化 し た 。 こ れ は 最 暖 月 の 平 均 気 温 が ②②C 以 上 へ ト 昇 し 

た 変 化 で あ る 。①⑨0 万 の 人 口 ( 北 海 道 の 約 ③ 分 の ①) が 

集 中 す る 札 幌 市 は 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 も 顕 著 で 、 夏 

に ク ー ラ ー が 無 い と 透 ご し づ ら く な っ た 。 

以 上 は ケ ッ ペ ン の 気 俯 区 分 に 基 づ い て 抽 出 さ れ た 地 
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図 ② 北 海 道 に お け る 気 候 の 変 化 資 料 : 葛 西 ・ 木 村 (②0①③) 
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域 で あ る た め 、 必 ず し も 農 地 の 分 布 と は 一 致 し な い が 、 

農 楽 へ の 温 暖 化 の 影 響 は 全 道 的 に 見 ら れ る と 予 想 さ れ る 。 

③. 北 海 道 農 業 の 地 域 性 

①) 北 海 道 農 業 の 地 位 

日 の 食 料 生 産 は 自 給 率 の 面 で は 不 十 分 で あ り 、 日 

本 人 が 日 々 の 食 事 で 摂 取 す る カ ロ リ ー の 約 ⑥ 割 は 外 国 に 

依 存 し て い る 。 そ の よ う な 中 で 北 海 遅 は 、 食 料 自 給 率 

は カ ロ リ ー ペ ー ス で 約 ⑳0% に 達 し 、 日 本 の 食 料 生 産 の 

約 ⑳% を 支 え て い る ( 北 海 道 農 政 事 務 所 の 資 料 に よ る )。 

帰 涼 な 気 俯 は 農 業 に 向 か な い と 思 わ れ が ち だ が 、 小 

r や コ ー ン ベ ル ト な ど 、 世 界 の 殺 倉 地 帯 が 亜 寝 師 

す る 。 牧 草 も 亜 寝 帯 で よ く 育 つ の で 、 北 ア メ リ カ 

州 の 五 大 湖 周 辺 に は 酷 農 地 帯 が 広 が る 。 北 海 道 も 同 様 

で あ り 、 米 、 小 麦 、 ば れ い し ょ 、 豆 類 ( 小 豆 、 大 豆 、 い 

ん け げ ん ) な ど 、 カ ロ リ ー を 多 産 す る 作 物 の 面 積 が 日 本 ー 

で あ る 。 ミ ら に 、 牧 草 、 飼 料 作 物 、 甜 菜 の 面 積 も 日 本 

ー で あ り 、 牛 乳 も 日 本 の 約 ⑤0% が 生 産 さ れ て い る 。 

ト 楽 セ ン サ ス に よ る と 、 北 海 遅 に お け る 農 

業 的 土 地 利 用 の 順 位 は 、 牧 音 が ④④.⑧ 万 ha、 普 通 畑 が 

③0.⑨ 万 ha、 米 を 栽 埼 し た 水 田 が ⑪.⑨ 万 ha、 木 以 外 の 

作 物 を 粟 堂 し た 水 田 が ⑨.⑨ 万 ha と な る 。 北 海 道 の 農 業 は 、 

大 型 機 架 を 使 っ て 、 大 規 模 に 生 産 さ れ る こ と に 特 徴 が 

あ る 。 同 資 料 に よ る と 、 農 家 あ た り 耕 地 は 、 日 本 平 均 

が ②.②ha で あ る の に 対 し て 、 北 海 道 で は ②③.⑤ha に 達 す る 。 

②) 農 業 の 地 域 性 

北 海 道 農 業 の 地 域 性 を 明 ら か に し た 成 枝 に は 、 分 析 

に 地 図 を 多 用 し た ` 北 海 道 農 論 』 り や 農 学 分 

野 の 大 作 で あ る ̀  北 海 道 農 業 の 地 帯 楠 成 と 構 造 変 動 】 

な ど が あ る “。 こ れ ら の 研 究 と 、 上 記 の 農 楽 的 士 地 利 用 

を 踏 ま え る と 、 北 海 道 農 業 の 地 域 性 は 、 面 積 の 広 い 順 

よ り 、 牧 草 地 域 ( 酷 農 地 域 )、 畑 作 地 域 、 稲 作 地 域 に 

大 別 で き る 。 

し か し 、 北 海 道 の 面 積 は 日 本 の ②②% を 占 め る ほ ど 広 ぐ 

ほ 地 と か 虜 業 大 国 な ど と 言 わ れ る も の の 、 必 ず し 

も 全 域 で 農 業 が 盛 ん な わ け で は な い 。②0①0 年 農 林 業 セ 

は ⑦①% に 達 す る 。 こ 

地域 把 握 に 限 界 が あ る 。 

本 稿 で は 、 農 業 的 土 地 利 用 の 作 図 を 試 み る 。 参 考 

資 料 は 、 国 士 地 理 院 ̀②00⑧ 年 Terra/MODIS デ ー タ 

に よ る 土 地 被 覆 分 類 図 」、 氷 見 山 口 

あ る 。 国 士 地 理 院 と 氷 見 山 の 成 果 で は 、 

ド ら れ た が 、 前 者 は 天 然 の 牧 草 地 と 人 工 の 牧 草 

地 が 、 後 者 は 畑 と 牧 草 地 が 区 初 ⑧ れ て い な い な ど の 閾 

| 特 集 」 を 侠 瞳 す る 』 
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題 が あ る 。 ま た 、 帝 国 書 院 の 地 図 で は 、 牧 草 、 畑 作 、 

稲 作 の 土 地 利 用 が 分 か り や す く 抽 出 さ れ て い る が 、 現 

状 と 一 致 し な い と 思 わ れ る 箇 所 も あ る 。 

こ九らの悩題に対応 錐者の巡検の經験も踏まえて 

け f を は じ め 、 馬 追 丘 陵 、 名 寄 盆 地 、 箱 

盆 地 、 羊 蹄 山 麗 、 日 高 地 方 、 桧 山 地 方 な ど に 分 布 す る 。 

稲 作 地 域 は 、 石 狩 平 野 と 上 川 皿 地 に 集 中 す る ほ か 、 富 

良 野 鈍 地 、 男 払 平 野 、 函 館 平 野 、 岩 内 平 野 

す る 。 こ れ ら 以 外 の 土 地 利 用 は 、 森 林 が 広 い 面 積 を 占 
め る 。 

こ の 地 図 は 、 小 さ を サ イ ズ で 、 シ ン プ ル に 表 現 す る こ 

と を 目 排 し た た め 、 複 合 的 な 土 地 利 用 や 、 小 規 模 な 土 

地 利 用 が 抽 出 さ れ て い な い と い う 問 題 が あ る 。 何 え ば 、 

サ ラ ブ レ ッ ド 生 産 で 知 ら れ る 日 高 地 方 で は 、 牧 艸 と 水 

田 の 剣 合 も 高 い が 、 畑 で 代 表 さ せ て あ る 。 余 市 町 や 壮 

唸 町 な ど の 果 樹 栽 培 も 、 こ の 地 図 に は 反 映 ⑧ れ て い な い 。 

ま た 、 森 林 と 畑 が 混 在 す る 場 所 で は 、 必 ず し も 畑 の 生 

産 性 が 高 く な く で も 、 畑 作 地 域 と し て 広 く 示 さ れ る な ど 

商 題 が あ る 。 
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図 ③ 北 海 道 に お ぉ け る 農 業 的 土 地 利 用 の 分 布 資 料 : 国 土 地 理 
院 [②00⑧ 年 Terra/MODIS デ ー タ に よ る 土 地 被 覆 分 類 
図 」、 氷 見 山 (①⑨⑨③)、 帝 国 書 院 絢 集 部 (②0①③)、 策 者 
の 現 地 観 寄 な と か ら 作 成 。 

④. 農 産 物 の 産 地 の 動 向 

①) 稲 作 地 域 

水 稲 は 、 東 午 ア ジ ア や 中 国 の 測 暖 な 地 方 が 原 産 で あ り 、 

か つ て の 北 海 逢 で は 栽 培 で き な い 作 物 で あ っ し か 

し 日 本 人 ( 和 人 ) の 木 食 へ の 志 商 は 強 く 、 屯 田 兵 村 で 

地 団 情 報 ③⑥-① ノ ⑳①⑥ ②⑧ 

さ れ た が 、 そ れ 以 外 で は 稲 作 が 行 わ れ た 。 

も な く 耐 塘 性 品 種 が 育 成 さ れ 、 板 帰 地 稲 作 の 技 術 が 

確 立 す る と 、 明 治 後 期 に は 上 川 盆 地 ま で 、 大 正 期 に は 

北 緯 ④④ 度 の オ ホ ー ツ ク 沿 岸 ま で 稲 作 が 拡 大 し た 。 こ の 

現 象 は 地 理 学 で は ` 北 海 道 米 作 の 地 理 学 的 研 究 」⑥ ゃ 、 

風 土 学 で 知 ら れ る ベ ル ク の ̀  稲 と 流 氷 」“ な ど で 取 り 上 

げ ら れ て い る 。 し か し ⑳ 世 紀 後 半 に な る と 、 日 本 人 の 

木 食 は 減 り 、 減 反 政 策 も 行 わ れ 、 稲 作 前 縄 は 來 退 し た 

( 上 記 [ 北 海 道 農 業 地 域 論 ))。 

刊 案 性 品 種 の 米 は 不 味 か っ た が 、 品 種 改 良 が 繰 り 返 

き か れ 、 ⑲⑧⑧ 年 に 奨 励 品 種 と な っ た ` き ら ら ③⑨⑦」 は 、 

食 味 良 好 米 と し て 全 国 に 知 ら れ る よ う に な っ た 。 こ の 品 

種 は 価 格 が 安 く 、 主 に 業 務 用 と し て 販 売 さ れ た た め 、 

当 時 の 北 海 道 産 米 の 道 内 消 費 室 は ④0% を 下 回 っ て い た 。 

そ の 後 、①⑨⑨⑦ 年 に ` ほ し の ゆ め 」、②00① 年 に ` な な つ ぼ ぽ 

L ⑳0⑨ 年 に ̀  め め ぴ り か | な ど 、 家 底 で 消 費 き れ る 

プ ラ ン ド 米 が 登 場 し た こ と に よ り 、 現 在 で は 米 の 道 肋 浜 

賢 率 は ⑨0% に 道 し た 。②0①0 年 代 に は 、 な な つ ぼ し と ゆ ゅ 

め ぴ り か が 、 食 味 ラ ン キ ン ダ で 特 A に 評 価 ミ れ た 。 こ 

れ は 、 以 前 は 魚 泥 産 コ シ ヒ カ リ だ け に 付 け ら れ た ョ 

あ る 。 札 幌 駅 の デ パ ー ト で も 、① 合 ご と に 分 け ら れ た 土 

産 用 の 北 海 道 産 米 が 売 ら れ て い る 。 

水 稲 と 大 豆 は 、 気 温 が 高 く な る と 収 量 が 上 が る 作 物 

で あ る 。 特 に 米 は 、 品 質 も 高 く な る と 期 待 き さ れ て い る “。 

写 真 ① は 、②0①⑤ 年 に 訪 問 し た 雨 竜 町 の ラ イ ス コ ン ピ ナ ー 

ト ( 米 の 乾 燥 ・ 貯 蓬 ・ 出 荷 施 設 ) で あ る 。 施 設 の 仰 面 

に は ` 暑 寝 の 塊 ] と 書 い て あ る が 、 農 協 の 説 明 に よ る と 、 

木 の 品 質 に 影 聰 す る の は 、 気 温 よ り も 暑 窯 別 岳 に 積 も 

る 雪 の 量 に あ る 。 魚 沼 三 山 の 雪 解 け 水 が 魚 沼 産 コ シ ヒ 

カ リ を 美 味 し く す る よ う に 、 雨 竜 町 で は 暑 寝 別 岳 の 雪 解 

け 水 が 多 い 年 ほ ど 、 米 の 品 質 が 高 く な る と い う 。 札 幌 

市 の デ ー タ で あ る が 、 年 間 陽 雪 量 は 、①⑨⑦① 一 ⑳0① 年 の 

写 真 ① 雨 竜 町 の ラ イ ス コ ン ビ ナ ー ト ⑳①⑤ 年 に 

学 会 の 巡 検 心 き た そ ら ち 農 協 を 見 学 し た 際 に 揃 影 
海 道 地 理



平 均 が ⑤00cm、 ⑲⑧① 一 ⑳①0 年 が ⑤0lcm で あ り 、 あ ま 
り 変 化 が な い 。 し か し 年 変 動 は 大 き く 、 同 期 間 の 最 大 
は ⑳00 年 の ⑦0⑧cm で あ り 、 最 小 は ⑲⑧⑨ 年 の ②④⑤cm 
で あ る 。 

②) 畑 作 地 域 

一 勝 平 野 は 、 日 本 最 大 の 畑 作 地 域 で あ り 、 農 家 あ た 

り 耕 地 は ④0ha に 達 す る 。 写 真 ② は 、②0①④ 年 に 諾 問 し た 

十 勝 平 野 の 畑 作 農 家 に て 、 ト ラ ク タ ー で 引 く タ イ プ の ば れ 

い し ょ の 収 穫 機 を 見 せ て い た だ い た 時 の 写 真 で あ る 。 畑 

作 地 域 で は 、 地 力 を 維 持 す る た め に 、 複 数 の 作 物 が 輪 

豆 類 ご ば れ い し ょ - 小 麦 と い う 順 で 栽 堂 さ れ る 。 
最 近 で は 温 暖 化 の た め に ` 野 良 イ モ | の 問 題 が 発 生 し て 

い る 。 こ れ は 、 冬 を 越 し て も 凍 結 せ ず 次 年 に 生 え て く 
る ば れ い し ょ で あ る 。 野 良 イ モ が あ る と 、 次 の 作 物 の 発 

育 が 悪 く な っ た り 、 病 害 虫 も 発 生 し や す く な る 。 そ の 征 

害 を 防 ぐ た め に 、 冬 季 に 広 大 な 畑 を 除 雪 す る 必 要 が 出 

て き た た め 、 経 ・ 機 柵 代 ・ 人 件 貴 が か さ も よ 

う に な っ た 。 今 後 は 、 道 午 地 方 の よ う に 、 ば れ い し ょ は 

あ ま り 輪 作 し な い と か 、 果 樹 産 地 の よ う に 、 温 暖 化 に 対 

応 し た 品 種 に 切 り 曾 え る な ど の 

こ の 辱 家 で は 、 作 物 を # 

ー ジ ン グ を し て 、 消 費 者 に 直 接 販 壱 し て い る 。 ま た 、 農 

地 の 一 部 に 、 景 観 を 美 し く す る た め の 作 物 と し て 、 業 の 

花 を 植 え て い る 。 私 た ち が 見 学 を し た ⑤ 月 中 句 に 花 は 潟 

開 で 、 オ ー ト バ イ の 旅 行 者 が 写 真 を 折 っ て い た 。 最 近 

で は 、 こ の よ う な 農 業 の 生 産 以 外 の 価 俸 が 重 視 き れ て 

晰 き ④ て い る 。 十 勝 平 野 で は 、 い わ ゅ る 畑 作 ④ 品 が 、 

が な さ れ る と 思 わ れ る 。 

い る 。 現 在 、 策 者 が 調 査 を し て い る カ ナ ダ で も 、 地 元 産 、 

写 真 ② 十 勝 平 野 の 大 規 槍 炎 作 辰 宗 と ば れ い し ょ の 収 穫 機 
⑳①④ 年 に 北 海 道 大 学 文 学 部 の 巡 検 で 丁 農 場 を 見 学 
し た 際 に 揖 影 

g 北 海 道 の 気 候 と 辰 業 

新 鮮 、 安 心 を 売 り に し て 、 辱 場 に よ る 直 売 が 盛 ん で あ る 。 
カ ナ ダ の 荻 者 に と っ て 、 晨 村 に は 良 い イ メ ー ジ が あ り 、 

農 場 で 結 婚 式 を 挙 げ る こ と が プ ー ム に な っ て い る 。 こ う 

い う こ と は 近 い 粟 来 、 日 本 の 農 村 で も 盛 ん に な る と 思 
わ れ る 。 

⑤. お わ り に 

本 稿 で は 、 地 図 化 に 堕 づ い て 、 北 海 道 の 気 俯 と 農 業 
の 関 係 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 概 ね ①) 年 降 水 量 
①.000mm 以 上 、 年 平 均 気 温 ⑥C 以 下 の 範 囲 に は 、 牧 
地 域 が 広 が る こ と 、 (②) 年 降 水 量 ①.000mm 以 下 、 年 

平 均 気 温 ⑥C 以 上 の 範 囲 に は 、 畑 作 地 域 が 広 が る こ と 、 

③ 年 降 水 量 ①.000mm 以 上 、 年 平 均 気 温 ⑥C 以 上 の 範 

囲 に は 、 稲 作 地 域 が 広 が る こ と が 分 か っ た 。 

近 年 の 温 暖 化 は 、 北 海 道 の 適 地 適 作 の 島 

し て い る 。 稲 作 や 牧 草 は 増 収 が 期 待 き れ る 

は 減 収 が 予 想 さ れ る 。 か つ て の 移 住 者 が 経 験 し た 内 地 

と の 気 温 差 ほ ど で は な い の で 、 農 家 は ぞ そ れ を 克 服 し て 

い く で あ ろ う が 、 現 在 の 島 業 は 機 株 や 施 尾 に 大 き く 依 存 

し て お り 、 精 宿 な 管 理 を 必 要 と す る の で 、 行 政 や 研 窃 

機 関 を 含 め た 温 暖 化 へ の 対 応 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 北 

海 道 に 特 有 の 気 院 や 風 土 は 、 農 産 物 ば か り で な く 、 農 

村 の プ ラ ン ド 化 と い う 面 で も 、 

か せ る と 思 わ れ る 。 

今 後 の 農 業 の 発 屓 に 生 

` 課 領 田 き ②⑥③000③②` カ ナ ケ 

) 農 木 八 生 シ メ テ ム 梅 槃 の 宵 

番 き ②⑥③0000⑥` プ ラ ジ ル ・ 

② の 生 産 堆 加 水 文 稔 基 か ら み た 暁 
悪 刊 性 詞 代 」 の ー 部 を 使 用 し た 。 
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